
  

２年生校区探検 

１１月１０日、校区探検で愛田にある「ひょうた

んの里」の奥出さんに話を聞きました。子どもたち

の「お話を聞いてみたい」という声からたずねるこ

とにしました。奥出さんから「ひょうたんに絵を描

いたり、彫ったりしようと思ったきっかけ」や「ひ

ょうたんづくりの楽しさや難しさ」を教えてもらい

ました。また、ひょうたんで作ったマラカスや笛な

どの楽器、表面がいぼいぼのもの、子どもたちの背

丈より長いひょうたん、きれいな絵が描かれたもの

等、部屋の中にところ狭しと並べられたさまざまなひょうたんを手に取ったり眺めたりしな

がら楽しませてもらいました。子どもたちは、奥出さんの技とアイデアに驚いていました。 

 

４年生人権学習 

１１月１２日、聴覚に障がいのある方に来てい

ただき、「聴こえないってどんなこと」というテー

マでお話を聞かせていただきました。当日は、渡辺

さん、伊倉さん、山本さんの３名の方から、聴覚に

障がいがある立場から困ったこと、家族や友だち

との出来事、コミュニケーションの取り方、みんな

ができることについて聞かせてもらいました。ま

た、挨拶や自分の名前を手話で伝える動きを教わ

り、子どもたちは手話表現の意味を考えたり、熱心にメモをとったりしていました。その中

で、相手にゆっくり大きく口を動かして話し、伝わらなければ繰り返すことが大切だと知り

ました。ちょうどデフリンピックの開催時期であったので、デフリンピックの競技について

も教えていただきました。子どもたちは、振り返りで耳の聞こえない人のためのさまざまな

道具があることを初めて知ったことやどうすれば耳の不自由な方とコミニケーションがと

れるのかなど、考えを出し合っていました。 

 

いがまち人権フェスティバル 

１１月１３日、柘植小、壬生野小、西柘植小の３校の子どもたちが柘植小に集まり、「い

がまち人権フェスティバル」を行いました。はじめに、伊賀市人権政策課の川口素生さんか

らお話を聞きました。３校ともこれまでに川口さんのお話を聞いており、今回はこれまでの

話を振り返りながら、これから中学校でともに過ごすにあたって大切にしていってほしいこ

とについて聞かせていただきました。子どもたちは、前に聞かせてもらったことと重ねなが

ら、また以前聞かせてもらった時には気づかなかったことを新たに発見しながら話を聞いて

いました。川口さんは、かつて差別があるのになくそうとしなかったこと、それは差別をそ
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のままにし残してきたことに気づき、今、差別を許さない生き方をしようと、仕事でも私生

活でも取り組んでいると話され、６年生の子どもたちにも差別を許さない生き方をしていっ

てほしいと期待をこめたメッセージをくださいました。その後、子どもたちはグループに分

かれ、話を聞いた感想やこれまでの各学校で学んだことや考えてきたこと、取り組んできた

ことを話し合いました。各校での取組は共通することも多く、どこの学校でも同じ思いで取

り組んでいることがわかり、これまでのがんばりに自信がもてたようでした。２月３日（火）

に霊峰中学校で交流会を行い、さらに親睦を深める予定をしています。 

 

１・２年校外学習 

 １１月１４日、三重県森林公園へ校外学習に出か

けました。午前中は、公園施設の方にお世話になり

「ねじき」のペンダント作りに取り組みました。「ね

じき」はとても堅い木で、紙やすりで磨くとツルツル

になります。子どもたちは磨けば磨くほどツルツル

になる感触を楽しみながら、時間いっぱい一生懸命

磨き続け、どの子も満足のいく作品に仕上げること

ができました。できあがった作品にひもを通して首

からかけた子どもたちは、手触りを楽しんだり、き

れいに浮かび上がった年輪をながめたりして、とて

もうれしそうでした。次に、色別に分かれてお弁当

を食べました。午後には、施設の方にガイドをして

いただき、公園内の散策と「森の遊園地」で遊具を

使って遊びました。散策では、きのこやどんぐり等、

詳しく説明していただき、子どもたちもどんどん質

問して秋の植物について知ることができました。子

どもたちのために特別に用意してくれた「森の遊園

地」では、ロープ渡りやブランコ、ターザンロープ、ハンモック等を使って楽しく遊ぶこと

ができました。天候にも恵まれ、自然を満喫できた１日でした。 

 

霊中のつどい 

１１月１８日、霊峰中学校で「霊中のつどい」が行われ、６年生が初参加しました。全体

会では、霊峰中学校の卒業生である梅田さんから「部落問題を考える中学生のつどい」実行

委員メンバーで作った「Rの部屋」という仲間のつながりが成人した今も安心して自分の思

いを出し合える場になっていることを聞かせていただきました。その後、グループに分かれ、

話を聞いた感想などについて、考えや思いを交流しました。グループは各学年の中学生と小

学生で組織され、中学生が司会進行をしてくれました。西柘植小卒業生に懐かしさや大人っ

ぽさを感じながら、話し合いに参加することができました。子どもたちは、初めての参加に

緊張した様子も見られましたが、中学校への進学を前に中学校での学びについて知る貴重な

機会になりました。 

 

お願い登下校時、お子さんを自動車で送迎される際は、西柘植保育園横の大きい駐車場

に駐車してください。また、子どもだけで道路を横断するのは大変危険ですので、お子さん

に付き添っていただきますよう、お願いします。（保育園正門前の駐車場は、学童保育関係

の送迎用車両が停車するため、車を駐車しないようお願いします。） 


